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研究成果の概要（和文）：本研究は、東アジアにおける狩猟法の進化史を明らかにすること
を目的とする。このため、投射実験によって狩猟時に石器に残される衝撃剥離や微細衝撃
線状痕の形成パターンと狩猟法との関係を把握することを目指す。実験により、衝撃剥離
や微細衝撃線状痕の発生率、衝撃剥離の規模、試料の残存率が、投射速度に応じて変化す
ることが分かった。以上の結果から、衝撃剥離や微細衝撃線状痕の形成パターンと投射速
度との間に明瞭な相関があり、この相関に基づいて当時採用されていた狩猟法を同定する
ことが可能であることが明らかとなった。 
 
研究成果の概要（英文）：This study attempts to reconstruct hunting evolution in East Asia 

and to confirm a relationship between the hunting methods and the formation patterns of 

impact fractures as well as microscopic linear impact traces (MLIT) based on projectile 

experiments. The projectile experiments show that the frequency of the impact fractures as 

well as MLITs, the dimension of the impact fractures, and the ratio of the specimens 

remained are strongly related with the impact velocities. All the results demonstrate that 

there are correlations between the formation patterns of impact fractures as well as MLITs 

and the impact velocities, which provide us with an opportunity for identifying the hunting 

methods employed. 
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１．研究開始当初の背景 

現在、最も古い狩猟具の証拠は、ドイツ・
シェーニンゲン遺跡の約 30 万年前の層から
出土した木槍である。シェーニンゲン遺跡が
残されたホモ・エレクトスの前期旧石器時代

から、30 万年以降のネアンデルタールが生息
した中期旧石器時代になると、槍の先に着け
たと考えられるルヴァロワ尖頭器と呼ばれ
る石器が出土し始める。石器を槍先に着ける
ことによって破壊力は増したであろうが、そ
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図 2 各狩猟法における縦溝状剥離と彫器状剥離の

長さ分布 

図 1 狩猟法と衝撃剥離および微細衝撃線状痕との相

関。衝撃剥離 1：衝撃剥離を持つ試料の割合。衝撃剥離

2：1 点当たりの衝撃剥離数。微細衝撃線状痕 1：微細

衝撃線状痕を持つ試料の割合。微細衝撃線状痕 2：1点

当たりの微細衝撃線状痕の数。 

 

の狩猟方法は未だ接近戦であったようであ
る。多くのネアンデルタールの個体には、狩
猟時に負ったと思われる負傷痕跡が認めら
れる。このため、中期旧石器時代までは、主
に刺突で狩りをしていたと考えられている。
初めて遠隔射撃による狩猟を可能にしたの
は、われわれの直接の祖先であるホモ・サピ
エンスであったと近年考えられ始めている。
投槍器の存在と遠隔射撃に適した形態の尖
頭器の出現が、ホモ・サピエンスがヨーロッ
パにまで拡散していく 4 万年前以降の後期旧
石器時代のことであるからである。 

一方、日本をはじめとする東アジアでは、
同様の研究は著しく遅れている。原因は有機
質資料や人骨が乏しいため、研究の対象資料
が主に石器となり、旧石器時代にどのような
狩猟方法が採られていたのかわかりにくい
ためである。石器形態は、その形態に適した
狩猟法を示唆するが、ある狩猟法に適した形
態の石器が、実際にその狩猟法に使われたか
否かは別問題である。この問題点を解決する
ため、本研究は大規模な投射実験をおこない、
石器に残される衝撃剥離と微細衝撃線状痕
という直接的な証拠から狩猟法を復元する
プロジェクトを開始することとした。 

 

２．研究の目的 

本研究は、東アジアにおける狩猟法の発展
を明らかにするための基礎研究である。人類
の狩猟方法は、狩猟具の刺突から、手投げ、
投槍器を使っての遠隔射撃、弓矢の使用、と
発展してきたと考えられている。狩猟法の発
展は、人類の食糧獲得の効率性の発展とも言
っていい。近年、この狩猟方法の発展が、種

の進化と密接に結びついている可能性が指
摘されはじめた。本研究は、大規模な投射実
験から、狩猟法と狩猟時に石器に残される衝
撃剥離および微細衝撃線状痕との相関関係
を把握することを目的とする。これにより、
人骨、投槍器、弓などの有機質資料が旧石器
時代の層から出土しない日本を始めとする
多くの東アジアにおいて、今後石器の分析か
ら狩猟法を復元することが可能となること
を目指す 

 

３．研究の方法 

 本研究は、投射の衝撃力と衝撃剥離および
微細衝撃線状痕のパターンとの関係を正確
に把握するため、十分にコントロールされた
大規模な投射実験を行う。そのため、投射速
度を一定にコントロールすることが可能な
ボウガンを使用する。さらに、衝撃のエネル
ギーを刺突、手投げ、投槍器を用いた射撃、
弓を用いた射撃、に対応させるため、速度調
整が可能なようにボウガンを改良する。槍先
レプリカを上記の各狩猟法の速度に応じて
投射し、1.5m 離れた地点に設置した対象物に
投射する。対象物は、種や部位による変異を
取り除くため、シカ皮、ブタ肉、ウシの肩甲
骨を組み合わせたものを使用する。投射実験
後、実験試料を肉眼および顕微鏡で観察し、
衝撃剥離痕および微細衝撃線状痕の形成パ



 

 

ターンを記録化し、狩猟法との相関関係を検
討する。さらに、導き出された相関関係を基
に、東アジアの旧石器時代資料を分析する。 
 
４．研究成果 
実験の結果、各狩猟法と衝撃剥離および微

細衝撃線状痕の発生頻度の間に明瞭な相関
が認められた（図 1）。また、衝撃剥離の規模
も狩猟法と相関を示し、投槍器や弓矢の速度
では衝撃剥離の長さが 10mm を超える確率
が高くなることが明らかとなった（図 2）。ま
た、槍先レプリカの残存率も狩猟法と相関関
係にあり、特に弓矢の速度では試料の断片化
が進み、試料の残存率が低くなることが明ら
かとなった。ただし、それらの程度は、槍先
形態に依存することも、本プロジェクトの投
射実験で明瞭となった。例えば、台形様石器
やナイフ形石器と呼ばれる槍先形態のレプ
リカ試料では、衝撃剥離の発生頻度、衝撃剥
離規模、残存率が著しく異なり、したがって
考古資料を解析する際は、該当する槍先形態
の実験結果に基づいて評価することが不可
欠であることも明らかとなった。また、東ア
ジア出土考古資料の分析をおこない、本実験
で見いだされた衝撃剥離と同様の痕跡を確
認した。 

本プロジェクトで遂行された実験により、
狩猟法を復元するために分析すべき重要な
属性が明らかとなった。これにより、本実験
手法が先史時代の狩猟法を復元する有効な
手段となることを確認できた。また、今後よ
り多様な形態の槍先レプリカの投射実験を
遂行した場合、東アジア出土考古資料に見出
された衝撃剥離が、いかなる狩猟法のもとで
形成された痕跡であるのかを解明すること
ができる見通しが立った。 
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